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17。  牧草・ 飼料作物の新発生病害
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L要約]わが国で次の7病害の発生を撰めて確認した。①スィー トクローバうどんこ
病、②アルファルファ黒あし病、③スムースプロムグラス雲形病、④スムース
プロムグラス立枯病、⑤エンバク紋枯病、⑥ トヮモロコシ南方さび病、○スィ
― トパーナルグラス黒 さび病。

背景・ ねらい

わが国で発生する牧草・ 飼料作物病害の種類については、これまで一応の調査を終えて
いた。しかし、昭和55年にアルファルファバーティシリウム萎ちょう病が北海道に侵入し
て大きな被害を受けたことに見られるように、迅速な対応を図り被害を最小限にとどめる
ためには調査を続行し、新発生病害に対する警戒が必要である。

成果の内容・ 特徴

昭和58年 から平成 3年 までに本邦において、ス ィー トクローバうどんこ病、アルファル
ファ黒あし病、スムースプロムグラス雲形病及び立枯病、エンパク紋枯病、 トウモロコシ

南方さび病並びにスィー トパーナルグラス黒 さび病の発生を確認 し、その病原や病気の特
徴などを明らかにした (表 1)。
(1)ス ィー トクローバうどんこ病が昭和58年 、札幌市北区のホワイ トスィー トクローバ

(‖elilotus alba)に 発生。病原菌は Elysiphe pisi OC.ex St.― A■。と同定 した。
(2)ア ルファルファ黒あし病が昭和60年 7月 、北海道夕張郡長沼町で発生。茎の地際が黒
変し地上部が黄化・ 萎凋 した。病原菌をCylindrocladiutt floridanum SObers et sey撻 0
urと 同定 した。

(3)昭和58年 6月 、北海道常昌郡訓子府町と夕張郡長沼町でスムースプロムグラス雲形病
の発生を認めた。病原菌を Rhynchosporium secalis(Oud.)J.J.Davisと 同定 した。
(4)ス ムースプロムグラス立枯病が昭和60年 9月 、北海道標津郡中標津町にて発生。病原
菌をGaeumannomyces graminis Arx et 01ivier var.tritici Walkerと 同定した。
(5)エ ンパク紋枯病が 昭和61年 8月 、札幌市豊平区にて発生。病原菌を Rhizoctonia
solani Kuhnと 同定 し、菌糸融合群をAG-1、 培養型を Ibと 類別 した。
(6)ト ウモロコシ南方 さび病が昭和57年 、沖縄県において発生 した。本病の病原を、
PuCCinia polysora Underwoodと 同定。従来から 発生 していたさび病 (病原菌Puccinia
SOrghi Schweinitz)と は異なっ たので、和名を南方さび病 と命名 した。
(7)ス ィー トパーナルグラス黒 さび病が平成元年秋、札幌市豊平区で発生。温室内で観察
を続けた結果、冬胞子を形成し、黒さ び病 (Puccinia ErariLLs Pers. ) & lsjft L t,
そして本菌は新 しい分化型 (f.sp.ant hoxanthil と推察 した。

威果の活用画・ 留意点

(1)ア ルファルファ黒あし病、スムースプロムグラス雲形病、スムースプロムグラス立枯
病、トウモロコシ南方さび病は日本有月1植物病名目録に記載された。スィー トパーナル
グラス黒さび病は登録中請中。

(2)エ ンパク紋枯病は日本有用植物病名目録では病原不明として記載されている。
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表 1,新 発生病害の病徴と病原

病  名 病  徴 病原の形成器官等 備 考

①スィートクローバ

うどんこ病
小葉、葉柄、茎に

菌叢

分生胞子と子のう胞子を

形成。

マメ科植物のう

どれこ病菌の学
名は流動的で、
さらに検討中。
北海道 |メ1に ひろ

がっている。

接種により他の
マメ科牧草、イ
ングン、ダイズ、
アズキも罹病 し

た。菌の生育適

温は25～ 30℃ 。

北海道の道東・
道央で発生。

接種によリコム

ギ、ライグラス

類、トールフェ

スク、およびオ
ーチャー ドグラ

スを侵した。北

海道の道東で発
生。

②アルファルファ
黒あし病

③スムースプロムグ
ラス雲 J`′病

地際部付近の茎数
c,が黒変、地上部
は黄化し萎凋する。

葉、葉輔に紡錘形、

灰白色で縁が褐色
の病斑

分生胞子は無色、円筒形
で 1隔膜、37.5-55.Ox
3.8-6.3μ m。 分生胞子の

主軸が長 く伸び、先端に

球形ないし卵形の膨状細
胞を形成する。

分生胞子は倒 くさび形で

2胞。上胞は鎌状に湾曲
し、顕著な apical peak

を有 し無色。14-17x2.0
-3,0(15,7x2.5)μ

m。

子のう殻は葉鞘組織に埋
存、球形ないし卵形、直

径250-375 μ m、 頭部を表
皮上に突出する。子のう

胞子は無色、やや湾曲し、
3-4 x 74-96μ 撻。
褐色の菌糸東、単純な菌
足および無色で鎌形のph

ialosporeを もつ。

④スムースプロムグ
ラス立枯病

③ トウモロコン

南方さび病

⑦スィー トパーナル

グラス(ハ ルガヤ)
黒さび病

地際の葉靭、根が

黒変。草丈、茎数
ならびに1又 量が低
|｀ .

葉 、葉鞘に夏胞子

堆を形成。

葉、葉総に夏胞子
,1色を形成。

夏胞子は 17.5-25,Ox
20,0-29.5(21.94x25.25)

μ譲。温室内で形成 した

冬胞子は 15.0-20.2x25.0
-38.3(17.45x30.35)μ 職。

北海道 (道央)で
発生。最近は、関
東でも見られる。

⑥エンパク紋枯病  葉幹に紋枯症状 北海道の道央で

夏季に発生

夏胞子は 27-40x22-26 沖縄 (1982)、 熊
(32.65x24.25)μ m。 冬 本(1984)で 発生。
胞子を形成し難 く、形成 その後南九州で
しても形が不揃いである。広 く発生するよ

うになった。
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